
１．はじめに

本工事は、一般国道７号の交通混雑の緩和や騒

音など沿道環境の改善、また災害時の代替路とし

ての機能確保などを目的として整備された自動車

専用道路「仁賀保本荘道路」L＝１２．５㎞の内、約

３．５㎞を施工したものである。工事区間内の３箇

所のトンネルが、コンクリート舗装となっており、

工期の関係で冬季の舗設を避けられない状況であ

った。

工事概要

�１ 工 事 名：一般国道７号出戸道路舗装工事

�２ 発 注 者：国土交通省東北地方整備局

秋田河川国道事務所

�３ 工事場所：秋田県由利本荘市西目町出戸～

由利本荘市西目町西目地内

�４ 工 期：平成１８年１０月２６日～

平成１９年８月３１日

主な工種：道路土工 １式、橋面舗装工 １式

排水性舗装工 ２４，０９０㎡

コンクリート舗装工 １２，０３０㎡

排水構造物工 １式

道路付属施設工 １式

２．現場における課題

コンクリート舗装の利点である耐久性の確保の

ため、寒中コンクリートの施工時の留意点を十分

に検討し、それを現場で確実に実行することが重

要であった。

当社では、これまでに高炉セメントを使用した

コンクリート舗装の施工実績が少なく、また、日

本海から吹き抜ける強風等の気象条件から下記の

課題が挙げられた。

� コンクリートの打設温度（５～２０℃確保）
� 凝結硬化初期の凍結防止対策
� 養生温度５℃以上確保
� 強度発現状況の把握

品質管理
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図―１ 整備概要図

－１２６－



３．対応策

今回の工事は、３箇所のコンクリート舗装区間

があり、施工回数も多いため、施工初期の段階で、

高品質を維持・定量化できるよう、作業標準を作

成し、施工初日から３日間を重点的に管理し、現

場での検証、把握に努めた。コンクリートの温度

確認フローは、図―２に示すとおりである。

�～�の課題について、品質管理の対策は、以
下に示す項目について取り組んだ。

� コンクリート舗設時の目標温度を１１℃に設定
（コンクリート製造出荷時の管理）

・骨材の氷雪有無確認徹底

・練混ぜ用水温度 ４０℃

・出荷時コンクリート温度 １３℃確認（写真―２）

・プラントと現場間の連絡強化で待機時間の縮

小（コンクリート運搬時の管理）

・保温シートの使用厳守

・場内搬入前の有害物除去確認徹底（ダンプト

ラックに付着した氷雪等）

� 初期養生 被膜養生剤を均一に散布するた

め工区割りによる使用量管理を実施

� 坑内養生温度 ５℃以上確保（写真―３）

・トンネル両坑口を防炎シートで覆う（写真―４）

・ジェットヒーターによる加温（写真―５）

写真―１ スリップフォームペーバによる施工状況

写真―２ 外気温・コンクリート打設温度等確認

図―２ 温度確認フロー図

写真―３ 坑内養生温度
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� 供試体による強度確認
表―１に示す頻度で曲げ強度の確認を行った（写

真―６）。

表―１ 曲げ強度試験頻度

４．適用結果

コンクリートの品質管理結果を表―２に示す。

対策の結果、施工初期段階で品質の確認把握がで

き、表－２のとおり十分な成果があげられた。

表―２ コンクリート品質管理結果一覧表

５．おわりに

この論文を作成するにあたり、現場を振り返る

意味で、秋田河川国道事務所のホームページを覗

いてみた。

ホームページには、供用開始後の整備効果とし

て、交通事故の減少や利便性の向上等が掲載され

ていた。

本事業の目的達成のため、施工管理技士として、

多少なりとも社会貢献に携われたことを感謝する

とともに、今後とも品質の確保や、利用者にとっ

ての価値向上を念頭に置き今後も工事施工に臨み

たいと思う。

写真―６ 曲げ強度試験 供試体作製

写真―４ 坑口 防炎シート仮囲い

写真―５ 加温養生
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